
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九
浦
の
家

九
浦
の
家

九
浦
の
家

404040
周
年
周
年
周
年 

  

響
き
あ
う 

ま
ち
に 
人
に  

  
 

 
 

六
月
３
日
記
念
式
典
と
祝
賀
会 

  

六
月
３
日(

日)

11
時
開
式
で
、
吉
祥
寺
東
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
設

40
周
年
記
念
式
典
を
行
い

ま
し
た
。 

   

松
下
市
長
、
本
間
市
議
会
議
長
、
深
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
研
究
連
絡
会
長
か
ら
あ
た
た
か
い
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
代
表

青
木
一
郎
は
、
40
年
の
吉
祥
寺
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
歴
史
を
た
ど
り
つ
つ
、
開
設
準
備
期
か
ら

連
綿
と
続
く
誰
で
も
自
由
に
参
加
、
話
が
で
き
る

「 

つ
ど
い
」と
、
地
域
課
題
への
取
り
組
み
、
地
域
情

報
を
住
民
が
共
有
す
る
た
め
の
広
報
活
動
と
い
う

九
浦
の
家
の
基
本
を
、
今
後
と
も
受
け
つ
い
で
い
く

と
、
決
意
を
語
り
ま
し
た
。 

 

40
年
と
い
え
ば
、
ほ
ぼ
就
職
か
ら
退
職
ま
で
の
年

月
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
に
か
か
わ
る
市
の
職
員
は

異
動
さ
れ
ま
す
が
、
住
民
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
当
事

者
。
運
営
委
員
は
代
っ
て
も
、
ず
っ
と
関
心
を
寄
せ

る
人
々
も
多
い
。
さ
す
が
に
、
創
設
期
か
ら
の
運

営
委
員
は
４
名
に
な
り
ま
し
た
。
開
設
か
ら
10
年

は
、
勤
め
人
も
参
加
で
き
、
「 

話
し
合
い
を
重
ん

じ
、
手
の
数
で
決
め
な
い
」方
針
の
も
と
、
夜
７
時

開
始
の
運
営
委
員
会
は
時
々
０
時
を
超
え
た
と

聞
き
ま
し
た
が
（早
退
は
自
由
）、
今
は
９
時
半
終

了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
10
周
年
を
過

ぎ
た
頃
か
ら
、
青
少
協
の
推
薦
や
運
営
委
員
の
紹

介
に
よ
り
、
社
会
体
験
の
一
環
と
し
て
、
高
校
生

を
窓
口
業
務
担
当
（大
人
と
組
ん
で
）運
営
委
員

と
し
て
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

小
型
館
な
の
で
、
文
化
祭
は

行
い
ま
せ
ん
が
、
小
さ
い
な
り

に
、
工
夫
し
て
、
地
域
の
核
の

一
つ
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

引
き
続
き
さ
さ
や
か
に
祝
賀

会
を
持
ち
ま
し
た
。
各
コ
ミ
セ

ン
、
議
員
、
地
元
学
校
長
、
同

じ
地
域
で
連
携
し
活
動
す
る

東
部
福
祉
の
会
、
東
部
防
災

会
、PT

A

、
青
少
協
、
民
生
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

市
民
活
動
推
進
課
職
員
さ
ん
な
ど
、
皆
さ
ん
話
が

尽
き
な
い
よ
う
で
し
た
。
境
南
コ
ミ
代
表
の
ワ
チ
ミ

チ
コ
さ
ん
は
、
本
宿
青
少
協
役
員
と
同
姓
同
名
同

年
齢
。
二
人
が
歓
声
あ
げ
て
ハ
グ
す
る
ハ
プ
ニ
ン
グ

や
、
仕
出
し
の
担
当
者
と
古
参
運
営
委
員
の
娘
さ

ん
と
が
三
中
で
同
級
だ
っ
た
な
ど
も
あ
り
、
終
始

和
や
か
。
ホ
ー
ル
を
式
典
か
ら
祝
賀
会
場
に
替
え

る
間
、
ロ
ビ
ー
で
お
待
ち
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
記

念
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「 

九
浦
の
家
だ
よ
り
」ア
ー

カ
イ
ブ
化
の
取
り
組
み
を
ご
披
露
し
ま
し
た
。 

記
念
品
と
し
て
、
「 

つ
ど
い
」で
き
い
た
「 

東
町
の
昭

和
史
」の
う
ち
記

録
が
残
っ
て
い
た

11
篇
を
ま
と
め

た
冊
子
を
用
意

し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

東
町
ニ
ュ
ー
ス 

◎
四
月
６
日
入
学
式
。
保
護
者
席
に
は
小
さ
な
弟

妹
も
。
新
入
生
を
待
つ
６
年
生
と
２
年
生
、
一
年
生 

の
入
場
が
少
し
遅
れ
て
も
誰
も
動
揺
の
様
子
も
な

く
、
見
事
な
構
え
で
し
た
。 

◎
三
中
新
入
生
90
名
で
す
。 

◎
四
月
13
日
夜
、
宮
本
小
路
公
園
の
、
伸
び
た
て

の
タ
ケ
ノ
コ
が
折
ら
れ
ま
し
た
。
近
く
に
捨
て
ら
れ

た
お
酒
の
パ
ッ
ク
。
そ
れ
で
も
こ
れ
ぞ
孟
宗
竹
と
言

う
よ
う
な
太
い
竹
が
、
何
本
も
伸
び
て
い
ま
す
。 

◎
四
月

13

日
、
お
弁
当
屋
と
、
図
書
館
東

T
oycat

の
軒
に
、
今
年
も
ツ
バ
メ
が
巣
を
か
け
ま
し

た
が
、
六
月
５
日 

両
方
と
も
抱
卵
中
断
を
確
認
。

巣
が
壊
れ
て
い
ま
す
。
メ
ガ
ロ
ス
の
巣
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
飛
ん
で
い
る
姿
は
見
か
け
ま
す
。 

◎
消
防
署
改
築
工
事
中
避
難
し
て
い
た
安
養
寺
参

道
の
牡
丹
が
戻
り
、
四
月
15
日
に
は
見
事
な
花
。

植
え
替
え
の
負
担
か
、
半
分
は
、
花
な
し
。 
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◆
地
域
懇
談
会 

七
月

20
日
１
時
半
～ 

東
町
地
域
福
祉
計
画
つ
く
り 

九
浦
の
家 

◆
七
月
つ
ど
い 

七
月

26
日

19
時
～
「 

吉
祥 

   

寺
の
地
域
医
療
に
つ
い
て
」市
健
康
課
の
話 

◆
九
浦
の
生
き
物
探
し 

八
月
５
日
（日
）
10
時
～ 

◆
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
小
・
中
一
貫
教
育
） 

 

貝
ノ
瀬
滋
氏
・市
教
委 

八
月
11
日
（土
）
14
時
～ 

◆
能
鑑
賞
講
座
「 

屋
島
」 

八
月
18
日
14
時
～ 

◆
納
涼
の
つ
ど
い 

 
 

 
 

八
月

23
日
19
時
～ 

 
 

◆
民
族
楽
器
体
験
教
室 

八
月
26
日
10
時 

 
 

◆
本
宿
盆
踊
り 

 

八
月

25
・
26
日  

本
宿
小 

◆
市
議
と
懇
談
会  

九
月
１
日
（土
）午
後   

 
 

 

本
宿
コ
ミ
セ
ン
と
共
催 

 

本
宿
コ
ミ
セ
ン 

◆
「 

吉
祥
寺
東
部
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

本
宿
小 

 
 

十
月
14
日
（
日
）
10
時
～ 

東
部
福
祉
の
会 

◆
本
宿
小
防
災
体
験
宿
泊 

十
月
６
～
７
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
部
防
災
会 

 予告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

上
右
代
表
青
木
と
左
小
林
実
行
委
員 

下 

祝
言
の
仕
舞
「高
砂
」青
木
健
一 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 



街づくりができるのは、そこで生活生活生活    する私たちでする私たちでする私たちですすす。。。 

昭
和
が
ま
た
一
つ
消
え
る
。 

◎
七
月
１
日
朝
、
宮
本
小
路
公
園
の
花
の
植

え
付
け
、
福
祉
の
会
子
ど
も
ス
タ
ッ
フ
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ
ー
が
大
活
躍
で
、
見
事
で
す
。 

◎
四
軒
寺
交
叉
点
ス
イ
ス
イ
プ
ラ
ン
の
拡
張
工

事
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
ま
す
。
↓ 

◎
六
月
末
宮
本
小
路
出
口
近
く
の
立
体
駐

車
場
解
体
完
了
。
何
に
な
る
か
？ 

◎
六
月
23
日
本
宿
小
学
校
公
開
日
、
４
校

時
は
保
護
者
・地
域
参
加
型
避
難
訓
練
で
し

た
が
、
弟
妹
を
連
れ
た
お
父
さ
ん
の
参
加
が
大
勢
あ
っ

た
そ
う
で
す
。  

◆
サ
ッ
カ
ー
ベ
ル
ギ
ー
戦
明
け
の
七
月
３
日
早
朝
、
北

宮
本
小
路
に
消
防
車
10
台
集
ま
る
。
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

が
爆
発
し
た
通
報
で
、
発
火
は
な
し
。
宮
本
小
路
に
入

れ
ぬ
消
防
車
２
台
が
東
十
一
小
路0

1
2
3

辺
に
も
。 

 

▽
先
生
方
の
の
異
動 

 

第
三
中
学 

ご
退
職 

音
楽
蜂
須
洋
子
先
生
・美
術
浅

田
豊
子
先
生
。
ご
転
出 

久
保
島
結
花
・星
奈
瑠
水
・

石
森
賢
一
・大
城
伸
一
先
生
。
ご
転
入
国
語
瀬
戸
貴

子
・理
科
藤
原
寛
子
・音
楽
佐
藤
富
士
子
の
諸
先
生

ご
転
入
で
す
。 

本
宿
小 

向
井
俊
哉
・瀬
尾
雄
作
先
生
ご
転
出
。
榎

本
裕
也
・栗
本
圭
先
生
ご
転
入
。 

第
四
小 

杉
谷
努
副
校
長 

磯
崎
正
信
・松
田
め
ぐ

み
・若
林
宏
幸
・島
倉
え
り
か
・福
富
優
子
・佐
野
綾

子
・川
嶌
美
穂
・細
川
枝
理
・宮
崎
久
美
香
・木
上
さ

や
の
諸
先
生
ご
転
入 

青
木
優
祐
先
生
新
規
採
用 

本
橋
忠
旗
副
校
長
・福
原
陽
一
・米
内
山
美
紀
・高
久

悠
・村
上
尚
子
・山
中
奈
津
美
の
諸
先
生
ご
転
出 

江

見
み
ど
り
・丸
森
菜
穂
先
生
ご
退
職
と
四
小
は
大
き

な
異
動
で
し
た
。 

        

 

 

 

 

 

 

                           

六
月

16
日
（土
）
14
時 

  

ス
ピ
ー
カ
ー
高
田
昭
彦
成
蹊
大
名
誉
教
授 

                 
田
中
雅
文
日
本
女
子
大
教
授   

 
 

 
 

 
 

   

創
設
期
来
の
運
営
委
員
原
利
子 

  

「 

道
は
続
く
」「 

つ
な
が
り 
つ
む
ぎ 

つ
づ
け

る
」「 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
可
能
性
を
問
い
直
す
」

「 

社
会
資
本
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「 

発
展
と

革
新
の
家
」 

  

ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
の
企
画
会
で
テ
ー
マ
と
し
て

挙
げ
ら
れ
た
フ
レ
ー
ズ
。
九
浦
運
営
委
員
会
と

し
て
何
を
訴
え
た
い
か
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

「 

こ
れ
か
ら
」め
ざ
す
方
向
は
、
最
大
の
関
心

事
だ
し
課
題
で
す
。
で
も
、
40
年
間
、
人
は
入

れ
替
わ
り
な
が
ら
、
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ら
し
さ
、

九
浦
流
儀
の
地
域
と
の
か
か
わ
り
方
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
観
が
あ
る
の
を
感
じ
る
。
そ
う
い
え
ば
、

「 

伝
統
を
守
れ
」と
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。
で
も
「 

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
決
ま
ら
な

か
っ
た
ら
ま
た
話
し
ま
し
ょ
う
」で
、
「 

多
数
決

で
ー
」は
な
か
っ
た
な
あ
。 

 

色
々
話
し
て
い
る
と
、
初
代
代
表

の
和
さ
ん
が
、
つ
ど
い
の
日
に
一
人

誰
か
が
来
る
の
を
待
ち
続
け
て
い

た
姿
を
思
い
出
す
。
穏
や
か
だ
が
、

譲
れ
ぬ
と
こ
ろ
は
根
気
良
か
っ
た

山
口
さ
ん
。
地
域
の
大
問
題
に
住

民
と
の
間
に
立
っ
て
市
役
所
通
い

を
繰
り
返
し
た
井
部
さ
ん
。
こ
の

地
域
で
や
ろ
う
と
し
て
き
た
こ
と

が
少
し
輪
郭
を
持
っ
て
く
る
。 

 

先
ず
、
武
蔵
野
市
が
と
っ
た
「 

町

会
で
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
方
式
」で

地
域
は
ふ
る
さ
と
に
な
れ
た
の

か
。
私
た
ち
は
、
40
年
間
自
分

た
ち
の
町
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の

実
験
に
志
願
し
て
、
ど
こ
か
楽

し
く
試
行
錯
誤
を
続
け
て
き
た
の
だ
か
ら
、
そ

の
こ
と
を
徹
底
的
に
振
り
か
え
っ
て
見
た
い
。 

 

と
い
う
わ
け
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
問
題
、
社
会
教

育
な
ど
で
ご
縁
の
あ
る
二
人
の
先
生
に
も
お
願

い
し
、
表
題
の
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。 

  

一
コ
ミ
セ
ン
の
、
か
な
り
地
味
な
テ
ー
マ
の
ト
ー

ク
な
の
に
、
多
く
の
参
加
者
で
し
た
。
参
加
者

も
様
々
な
立
場
の
方
が
お
い
で
な
の
で
、
会
場

で
の
意
見
交
換
を
予
定
し
た
の
で
す
が
、
お
二

人
の
先
生
が
専
門
分
野
で
実
に
丁
寧
か
つ
解
り

や
す
い
お
話
を
し
て
く
だ
さ
り
、
運
営
委
員
の

原
も
、
40
年
分
の
吉
祥
寺
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
の
活
動
の
特
色
を
紹
介
す
る
た
め
、
２
時

間
半
で
は
と
て
も
足
り
ず
、
そ
れ
は
、
ほ
か
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
も
一
緒
に
、
改
め
て
機
会

を
設
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

当
日
資
料
は
、
◆
高
田
昭
彦
「 

武
蔵
野
市
が

目
指
し
た
「 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策

の
変
遷
に
つ
い
て
」 

◆
田
中
雅
文
「 

学
ぶ
こ

と
」と
「 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
こ
と
」 
◆
原
利

子
「 

こ
れ
ま
で
の
吉
祥
寺
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
や
っ
て
き
た
こ
と
・こ
れ
か
ら
の
東
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協

議
会
の
や
れ
る
こ
と
・
吉
祥
寺
東
町
は
「 

ふ
る
さ

と
」に
な
れ
た
か
。 

  

い
ず
れ
も
、
一
人
で
90
分
ほ
し
い
内
容
な
の
で
、

全
部
は
話
せ
ま
い
と
の
予
測
で
作
ら
れ
た
詳
細

な
レ
ジ
ュ
メ
で
す
。
ち
な
み
に
原
の
も
の
は
、
武
蔵

野
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
の
実
験
に
ま
じ
め
に
40

年
取
り
組
ん
だ
「 

実
験
台
」か
ら
の
報
告
で
す
。

九
浦
の
家
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  2
0
1
1

年
三
月

11
日
、
東
日
本
大
震
災
が
あ

り
ま
し
た
。
行
政
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
主
三
原

則
と
は
い
え
大
災
害
時
に
は
関
わ
ら
ざ
る
を
得

な
い
と
「 

こ
れ
か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
検
討

委
員
会
」（20

1
3
~
1
4

）で
、
「 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」と
「 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」を
根
本
か

ら
捉
え
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
「 

◆
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組

む
◆
そ
の
た
め
の
場
と
し
て
「 

地
域
フ
ォ
ー
ラ

ム
」を
新
設
す
る
◆
そ
こ
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
、
課
題
別
の
活
動
団
体
、
行
政
の
三
つ
が
同

等
」と
い
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
の
再
定
義
と
も

い
う
べ
き
こ
と
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
セ
ン
の

地
域
課
題
へ
の
取
り
組
み
、
災
害
時
の
共
働
は

必
要
だ
し
、
そ
の
た
め
の
住
民
の
話
し
合
い
も

大
切
で
す
。
た
だ
し
条
件
が
あ
り
ま
す
。 

▽
行
政
は
市
民
・住
民
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
ど
う
立
て
る
の
か
示
す
こ
と
。 

▽
住
民
は
、
十
分
に
課
題
は
じ
め
地
域
の
情

報
を
共
有
し
得
て
い
る
こ
と
。 

▽
協
議
会
は
、
努
力
し
て
地
域
で
共
有
す
べ

き
情
報
の
収
集
、
提
供
を
行
う
。 

 

振
り
返
れ
ば
、
地
域
の
事
務
局
的
な
働
き
を

し
て
き
た
東
コ
ミ
。
誰
で
も
入
れ
、
排
除
さ
れ

な
い
場
で
あ
り
「 
地
域
」と
も
看
做
さ
れ
る
。 

 

「 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
完
成
形
は
あ
る
の
か
」 

「つ
ね
に
発
展
す
る
変
化
形
な
の
で
は
？
」  

 
 

 
 

 
 

 

開
館

40
周
年
記
念 

ト
ー
ク&

ト
ー
ク 

 

「 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
」の
今
ま
で
と
こ
れ
か
ら 

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
は
実
現
で
き
た
の
か 

 

待
望
の
病
児
保
育
所
が
本
宿
小
南
の
高
架
下
に
来

春
開
設
か
。
認
証
保
育
所
も 

  

四
月
８
日(

日)

本
宿
コ
ミ
セ
ン 

で
説
明
会
。
病
児
保
育

枠
５
名
。
八
月
の
文
教
委
員
会
で
報
告
の
予
定
。 

長
い
長
い
本
宿
小
運
動
会 

保
護
者
綱
引
き 

ス
ピ
ー
カ
ー
と
、
左
端
は
司
会
の
伊
藤
徳
子 

プレハブの側溝のパーツであっという間に歩道
が出来上がっていく。みすず建設前で。  

クリーンセンターで運転開始以来5度の火災。 
不燃・粗大ごみ処理施設内で発生。原因は？ 



コンサートをプロデュースした東コミのピアニス音楽会担当ピアニスト田鶴浜さん。 

街づくりができるのは、そこで生活生活生活    する私たちでする私たちでする私たちですすす。。。 
 

 

創
立

40
周
年 

七
月
１
日 

武
蔵
野
公
会
堂 

 
  

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 

♡
沢
山
の
方
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
し
た 

弦
楽
四
重
奏 

ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク 

シ
ュ
ー
マ
ン 

ピ
ア
ノ
五
重
奏 

変
ホ
長
調   

 
 

望
月
ゆ
り
子
・
布
施
海
里
・林
亮
太
・中
村
隆
人 

 
 

田
鶴
浜
静
子 

 
 

 
 

バ
リ
ト
ン
の
う
た
ご
え 

 
 

 

吉
武
大
地
・
飯
田
俊
明 

 

ウ
イ
ー
ン
我
が
夢
の
街 

 
   

ダ
ニ
ー
・
ボ
ー
イ 

他 

 
 

 

平
成

30
年
度
住
民
総
会 

 

四
月

14
日
（
土
）  

第
一
部
講
演 

 
 

 

「本
宿
地
区
盆
踊
り
大
会
と
地
域
」 

  

平
成

15
年
盆
踊
り
実
行
委
員
会
発
足
以
来

３
年
間
実
行
委
員
長
を
務
め
、
近
年
再
び
実

行
委
員
長
を
引
き
受
け

て
い
る
土
肥
明
美
さ
ん
か

ら
聞
き
ま
し
た
。 

「 

本
宿
小
校
庭
の
本
宿

地
区
盆
踊
り
に
は
前
文
付

き
の
規
約
が
あ
り
ま
す
」。 

 P
T

A

の
自
主
校
庭
開
放
開
始
（昭
和

55
年
）

を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
太
鼓
櫓
と
か
き
氷
に

綿
あ
め
（全
て
30
円
）だ
け
の
小
さ
な
校
庭
盆

踊
り
は
、
近
鉄
ビ
ル
（今
の
ヨ
ド
バ
シ
）建
設
で
稲

荷
町
会
の
盆
踊
り
が
消
え
た
後
（月
窓
寺
の
盆

踊
り
も
な
い
）、
何
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
期
待
が

大
き
く
な
っ
て
、
青
少
協
共
催
か
ら
青
少
協
の

行
事
化
し
ま
し
た
。
当
初
櫓
を
つ
く
る
主
力
は 

地
域
の
野
球
チ
ー
ム
の
男
性
で
し
た
が
、
他
の
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
や
地
域
団
体
も
協
力

す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
作
業
が
地
域
団
体
が

結
集
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
盛
会
に

な
る
と
、
安
全
面
も
含
め
全
体
の
企
画
管
理
、

事
前
準
備
も
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

14

年
青
少
協
は
常
任
委
員
会
で
提
案
、
検
討
委

員
会
で
練
り
、
翌
年
出
来
上
が
っ
た
の
が
前
文

つ
き
の
盆
踊
り
規
約
で
し
た
。 

 

地
域
の
諸
団
体
が
参
加
す
る
実
行
委
員
会
方

式
は
、
規
約
前
文
の
理
念
引
き
継
ぐ
も
の
で
、

地
域
の
夏
祭
り
と
し
て
継
続
す
る
た
め
に
良
い

選
択
で
し
た
。
実
行
委
員
会
で
各
団
体
の
持
ち

場
が
確
認
さ
れ
て
、
団
体
か
ら
の
人
手
が
集
ま

り
、
日
本
一
と
自
賛
す
る
校
庭
花
火
と
と
も

に
、
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
化
し
ま
し
た
。
東
部

福
祉
の
会
の
子
ど
も
ス
タ
ッ
フ
ク
ラ
ブ
が
、
高
齢

化
し
て
き
た
踊
り
の
会
の
指
導
の
方
に
代
わ

り
、
お
手
本
を
踊
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
大
変
な

参
加
者
数
で
す
が
、
近
年
幼
児
連
れ
の
若
い
世

代
の
参
加
が
目
立
ち
ま
す
。
か
つ
て
通
信
簿
な

し
を
受
入
れ
た
こ
の
地
域
で
、
本
宿
小
校
庭
で

の
盆
踊
り
も
、
「 

ふ
る
さ
と
」に
な
り
ま
し
た
。 

規
約
前
文
＝
「 

本
宿
地
区
盆
踊
り
大
会
」は
、

本
宿
小
学
校P

T
A

行
事
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
を 

青
少
協
、PT

A

と
の
共
催
と
し

て
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「 

地
域
の

子
ど
も
達
を
健
全
に
育
て
る
こ
と
の
意
義
」を

見
出
し
、
そ
れ
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
知
っ
た
の
で
す
。
（中
略
）そ
こ
で
、
地
域
の

方
々
が
、
子
ど
も
達
の
成
長
を
見
守
る
場
と
し

て
、
ま
た
、
交
流
の
場
と
し
て
の
地
域
行
事
を
め

ざ
す
た
め
に
「 

本
宿
地
区
盆
踊
り
実
行
委
員

会
」を
設
置
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
青
少
協
本

宿
地
区
委
員
会
の
「 

い
つ
も
子
ど
も
中
心
に
」の

理
念
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、PT

A

と
共
に
、

地
域
の
団
体
・有
志
に
よ
る
「 

本
宿
地
区
盆
踊

り
大
会
」の
成
功
を
期
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。  

 
 

東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

今
年
の
通
年
テ
ー
マ 

 

「 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」 

14
時
か
ら
の
総
会
で
、
土
肥
明
美
さ
ん
を
議

長
に
選
任
、
29
年
度
活
動
報
告
・決
算
・監
査

報
告
お
よ
び

30
年
度
事
業
計
画
・予
算
案 

運
営
委
員
が
承
認
さ
れ
、
監
査
に
伊
藤
義
則
、

小
峰
ヒ
デ
子
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

引
き
続
き
行
わ
れ
た
臨
時
運
営
委
員
会
に
お

い
て
、
30
年
度
代
表 

青
木
一
郎 

副
代
表 

浅
井
信
也 
濱
岡
哲 

小
林
宏 

山
田
淑
子 

竹
内
志
織 

会
計 
宮
沢
元
英 

苧
坂
敬
子 

山
本
由
美
子
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

◎
四
月
15
日
、 

吉
祥
寺
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
。
新
聞
雑
誌
類
の
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
は
、
ソ
フ
ァ
を

撤
去
し
た
代
わ
り
に
多
く
の
人
が
座
れ
ま
す
。
地
下

閲
覧
室
も
、
座
っ
て
読
め
る
所
が
増
え
ま
し
た
。 

◎
女
子
大
通
り
「 

い
ち
じ
く
」の
後
は
、
四
月
末
「 

吉

祥
寺
ハ
ン
バ
ー
グ
」開
店 

◎
吉
祥
寺
通
り
、
神
谷
医
院
跡
地
ビ
ル
の
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
、
五
月
25
日
待
望
の
開
店
。 

◎
五
月
16
日
、
９
時
ご
ろ
、
東
町
上
空
を
ヘ
リ
が
飛

ぶ
。
西
荻
窪
の
西
武
信
金
の
強
盗
で
し
た
。 

◎
五
月
26
日
本
宿
小
学
校
運
動
会
。
曇
天
な
が
ら

暑
す
ぎ
ず
運
動
会
日
和
。
本
宿
小
は
児
童
数
が20

名

ほ
ど
増
え
、
子
ど
も
が
校
庭
に
い
っ
ぱ
い
で
す
。
応
援

団
長
は
、
紅
組
も
白
組
も
女
子
。
保
護
者
参
加
の
綱

引
き
は
、
長
い
長
い
列
が
で
き
ま
し
た
。 

◎
快
晴
の
三
中
運
動
会
。
生
徒
も

先
生
も
、
役
割
で
席
に
は
あ
ま
り

姿
が
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
の
ユ
ニ

ホ
ー
ム
は
、
同
じ
図
柄
で
も
、
黄
、

青
、
赤
と
ク
ラ
ス
カ
ラ
ー
。
校
長
、

副
校
長
他
は
黒
で
し
た
。
２
年
の

全
級
リ
レ
ー
で
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
き

た
女
子
が
、
バ
ト
ン
ミ
ス
で
３
位

に
。
悔
し
く
て
、
情
け
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
あ
。
退

場
ま
で
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
後
ろ
の
子
が
、
背
中
や

腕
を
何
度
も
ポ
ン
ポ
ン
と
。 

◎
五
日
市
街
道
旅
人
食
堂
一
階
部
分
建
物
撤
去
。 

◎
旧
新
井
時
計
店
は
ペ
ッ
ト
、
保
護
犬
関
係
の
店
舗

に
な
り
ま
し
た
。 

◎
女
子
大
通
り
の
ビ
ア
カ
フ
ェ
、
食
事
も
で
き
ま
す
。 

◎
フ
レ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
バ
ー
ガ
ー
改
装
お
わ
っ
て
六
月
８
日

か
ら
再
開
。
パ
ス
タ
が
メ
ニ
ュ
ー
化
し
ま
し
た
。 

◎
新
井
時
計
隣
の
ピ
ザ
屋
。
六
月
か
ら
再
び
休
業
。 

◎
西
友
北
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
六
月
末
日
閉
店
。 

◎
五
日
市
街
道
で
60
年
続
い
た
鶏
肉

専
門
店
「 

鳥
一
」四
月
末
で
閉
店
で

す。。東

町の 

 

 

会
計
報
告
は
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

1レースごとの記録が係の先生のところに届き、パソコン 
入力されて、順位や前年との比較、新記録が分かります。 

防災訓練で中学生の力に驚いたけれど、この
子たちの実力もすごい。通るときはご注目。 



 

つ
ど
い 

へ 

ど
う
ぞ 

   
「
父
の
画
業
を
語
る
」 

四
月

26
日
（
木
） 

 
 

大
津
鎭
雄
画
伯
長
女
大
津
由
美
子
さ
ん 

  

「 

昭
和
初
期
、
絵
描
き

を
目
指
す
こ
と
は
大
変
で

し
た
が
、
い
つ
も
は
厳
し
い

お
母
さ
ん
が
応
援
し
て
く

れ
、
絵
の
道
に
進
め
ま
し

た
。
応
召
中
の
何
年
間
か
、
戦
地
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
絵
入
り
は
が
き
を
、
母
が
フ
ァ
イ
ル
し
て
残
し

て
い
ま
し
た
。
戦
地
へ
絵
の
具
を
持
っ
て
い
っ
た
の
か

水
彩
画
で
す
が
、
最
後
は
鉛
筆
の
線
画
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
戦
後
は
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
、
気
に
入
っ

た
風
景
を
探
し
て
の
長
旅
の
日
々
で
し
た
」。 

 

安
井
曽
太
郎
に
師
事
さ
れ
た
の
が
分
か
る
明
る

い
風
景
画
の
多
数
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
郊
外
の
風
景
。

殆
ど
が120

号
と
大
型
で
す
が
、
現
在
埼
玉
県
加

須
市
の
サ
ト
エ
美
術
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

後
日
水
彩
画
を
も
う
一
枚
い
た
だ
き
ま
し
た
。
セ

ン
タ
ー
の
廊
下
右
側
に
二
枚
展
示
中
で
す
。 

 

「
東
町
の
昭
和
史
を
語
ろ
う
」
１ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
月
24
日(

木)

午
後
２
時
～ 

 

40
周
年
記
念
に
「 

つ
ど
い
」で
き
い
た
東
町
の
昭

和
史
の
記
録
を
冊
子
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
種

に
、
皆
さ
ん
で
昔
の
こ
と
を
思
い
出

し
て
語
り
合
う
。
25
名
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

な
ん
と
、
参
加
者
の
中
に
は
、
安
養

寺
に
あ
っ
た
「 

保
育
園
」に
通
っ
て
い

た
人
が
二
人
も
。
駅
前
通
り
（現
サ

ン
ロ
ー
ド
）の
お
店
の
お
か
み
さ
ん
た

ち
が
、
ど
う
し
て
も
必
要
だ
か
ら
と

頼
み
、
開
設
し
て
も
ら
っ
た
由
で

す
。
そ
の
時
の
保
母
さ
ん
が
、
気
が

付
い
た
ら
安
養
寺
の
奥
さ
ん
。 

 

終
戦
前
後
の
食
糧
不
足
の
思
い
出
が
強
く
、
一

回
「 

食
い
も
ん
」の
話
を
ぜ
ひ
と
希
望
が
出
ま
し
た
。 

 

吉
祥
寺
村
は
、
同
じ
武
蔵
野
の
茅
原
を
開
拓
し

た
と
言
っ
て
も
、
関
前
や
武
蔵
境
の
農
家
と
は
別

の
タ
イ
プ
の
農
家
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

「 

東
町
の
昭
和
史
を
語
ろ
う
」２ 

六
月

28
日
夜 

 

前
回
は
都
合
が
つ
か
な
か
っ
た
方
、
市
報
で
見
て

興
味
を
も
っ
て
と
い
う
「 

つ
ど
い
」初
め
て
の
方
、 

二
度
目
の
方
。
い
ろ
い
ろ
思
い
出
し
て
話
は
尽
き
ま

せ
ん
。
道
路
端
の
側
溝
と
、
生
活
排
水
で
次
つ
ぎ

思
い
出
し
ま
し
た
。
五
日
市
街
道
の
側
溝
に
は
イ

ト
ミ
ミ
ズ
が
い
た
と
い
う
か
ら
き
れ
い
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
下
水
が
で
き
る
ま
で
生
活
水
は
側
溝
に

流
し
洗
濯
の
水
は
庭
の
穴
に
吸
い
込
ま
せ
た
。
だ

か
ら
風
呂
は
風
呂
屋
へ。
の
ち
に
側
溝
に
は
蓋
を
し

ま
す
が
、
ニ
コ
ヨ
ン
（ 

失
業
対
策
事
業
）で
働
か
な
い

の
で
完
成
が
の
び
た
と
か
、
「 

緑
が
丘
」で
は
蛍
が

飛
ん
だ
や
ら
、
蚊
帳
に
「 

風
船
虫
」が
き
た
や
ら
。

街
灯
設
置
運
動
が
起
き
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
東
町

は
本
当
に
真
暗
闇
。
天
の
川
が
は
っ
き
り
見
え
た

そ
う
で
す
。 

 

若
い
方
に
は
？
な
外
食
券
、
衣
料
切
符
。 

商
店
名
を
た
く
さ
ん
思
い
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

  
 

宮
本
小
路
保
育
園
訴
訟 

 
 

 
 

 

対
武
蔵
野
市 

原
告
敗
訴 

 

対
市
民 

原
告
「 

取
り
下
げ
」 

  

「 

東
町
の
保
育
を
考
え
る
会
」に
報
告
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
月
８
日
（金
） 

 

宮
本
小
路
の
保
育
園
計
画
か
ら
撤
退
し

た
事
業
者
か
ら
損
害
賠
償
を
求
め
て
訴

え
ら
れ
て
い
た
武
蔵
野
市
は
、
三
月

26

日
、
原
告
敗
訴
の
判
決
を
受
け
、
原
告
が

控
訴
し
な
か
っ
た
た
め
確
定
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
結
果
を
受
け
、
一
昨
年
七
月
４
日
、

事
業
者
の
説
明
会
で
、
保
育
理
念
を
問

う
て
も
答
え
ら
れ
ず
、
ま
た
、
計
画
申
請
に
必
須

条
件
の
近
隣
同
意
を
、
周
辺
世
帯
の
ほ
と
ん
ど
か

ら
得
ず
に
「 

挨
拶
回
り
を
以
て
同
意
を
得
た
」と

し
た
こ
と
に
不
審
を
持
っ
た
人
た
ち
が
、
「 

東
町
の

保
育
を
考
え
る
会
」を
結
成
し
、
宮
本
小
路
保
育

園
建
設
不
同
意
を
市
に
申
し
立
て
ま
し
た
。 

 

こ
の
中
の
住
民
４
名
に
対
し
事
業
者
が
「 

名
誉
毀

損
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
」を
起
こ
し
ま
し

た
。
四
月
２
日
原
告
が
取
り
下
げ
書
を
立
川
地
裁

に
提
出
。
判
決
が
欲
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
長
い
時
間
の
心
身
と
も
の
浪
費
は
無
駄
だ
か

ら
お
止
め
な
さ
い
と
い
う
弁
護
士
の
助
言
で
、
取

り
下
げ
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。 

 

九
浦
の
家
で
、
以
上
の
報
告
と
経
過
の
説
明
会
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
様
々
な
所
に
、
原
告
か
ら

の
悪
口
雑
言
の
怪
文
書
が
撒
か
れ
ま
し
た
。
訴
状

を
見
れ
ば
、
こ
の
事
業
者
が
武
蔵
野
市
で
認
可
保

育
園
を
経
営
し
、
乳
幼
児
保
育
を
し
な
く
て
良

か
っ
た
と
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
。
し
か
し
、
弁
護
士

か
ら
、
訴
状
の
公
開
は
止
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
の
一
部
の
議
員
さ
ん
た
ち
の
「 

東
町
住
民

エ
ゴ
」「 

武
蔵
野
の
評
判
を
落
と
す
」と
い
う
攻
撃

も
相
当
な
も
の
で
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
の
多
く
の
論
調

は
、
住
民
の
保
育
園
嫌
い
に
よ
る
反
対
運
動
ス

ト
ー
リ
ー
と
し
て
報
じ
ま
し
た
。
今
マ
ス
コ
ミ
論
調

は
「 

保
育
の
質
」に
重
心
が
移
り
ま
し
た
。 

 

反
対
陳
情
は
宮
本
小
路
の
交
通
事
情
を
熟
知
し

た
者
か
ら
で
し
た
。
国
の
規
制
緩
和
策
は
、
待
機

児
解
消
と
保
育
の
質
確
保
と
背
反
す
る
要
求
で

す
が
、
ど
う
実
現
す
る
か
が
行
政
の
仕
事
の
は

ず
。
一
昨
年
七
月
４
日
の
説
明
会
で
、
住
民
が
感

じ
た
不
安
を
担
当
課
は
感
じ
な
か
っ
た
の
か
。
部

長
は
こ
の
会
場
で
初
め
て
事
業
者
と
名
刺
交
換
。

事
業
決
定
は
先
立
つ
五
月
６
日
の
「 

待
機
児
童
緊

急
対
策
本
部
会
議
」（市
長
・副
市
長
・部
長
）で

行
わ
れ
た
と
い
う
。
情
報
公
開
請
求
す
る
と
「 

起

案
書
が
無
い
」･･････ 

「 

吉
祥
寺
東
落
語
会
」 

五
月
22
日(

火
） 

 

春
風
亭
三
朝
さ
ん
、
こ
の
日
は
珍
し
い
「 

洒
落
番

頭
」と
「 

へ
っ
つ
い
幽
霊
」二
席
。
お
客
様
は
何
と

50
名
に
。 

▼
今
年
も
玄
関
前
に
大
き
な
七
夕

の
竹
を
用
意
し
ま
し
た
。 

▼
六
月

18
日
本
宿
小
二
年
生
、
生

活
科
で
九
浦
の
家
見
学
に
。 

▼

40
周
年
記
念
事
業
の
う
ち
、
「 

ト
ー
ク
&

ト
ー
ク
「 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
」の
今
ま
で
と
こ
れ
か

ら
」「 

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」に
、
市
の
後
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
演
奏
を

多
く
の
方
に
お
聴
き
い
た
だ
き
た
く
、
初
め
て
館

外
の
武
蔵
野
公
会
堂
ホ
ー
ル
で
開
催
。
楽
し
い
会

に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
応
援
感
謝
し
ま
す
。 

▼
吉
祥
寺
東
コ
ミ
セ
ン
九
浦
の
家
の
マ
ー
ク
が
で
き

ま
し
た
。
（一
面
参
照
）
40
周
年
事
業
の
ポ
ス
タ
ー

の
ほ
か
、
封
筒
な
ど
も
こ
の
マ
ー
ク
を
使
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
は
、
若
手
運
営
委
員
今
岡
さ
ん
。
九
浦

の
家
の
桜
の
花
び
ら
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。 

▼
九
月
よ
り
謡
曲
講
座
が
始
ま
り
ま
す
。 

▼

40
周
年
を
機
に
、
ホ
ー
ル
で
使
う
椅
子

50
脚

と
、
専
用
ス
タ
ン
ド
を
新
調
し
ま
し
た
。
以
前
に
比

べ
軽
く
、
扱
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。 

▼
ロ
ビ
ー
の
木
製
椅
子
、
同
形
の
を
頂
き
ま
し
た
。 

▼
破
損
し
て
い
た
反
響
板
を
直
し
ま
し
た
。
経
費

節
約
の
た
め
、
板
を
新
し
く
せ
ず
、
蝶
番
の
向
き

を
逆
に
入
れ
替
え
ま
し
た
。 

▼
「 

玉
川
上
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」の
後
援
者
の
一
つ

に
な
り
ま
し
た
。 

▼
九
浦
文
庫
書
架
に
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記

10
巻

（岩
波
）入
り
ま
し
た
。 

▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
九
浦
で
の
回
収
は
、

受
入
業
者
が
な
く
な
っ
た
た
め
中
止
い
た
し
ま
す
。 

▼
新
運
営
委
員
稲
田
奈
津
さ
ん
窓
口
担
当
に
。 

▼
各
記
録
類
は
、
九
浦
の
窓
口
前
に
お
き
ま
す
。 

   東コミ局 
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